
　
日
本
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
の
京
都
議
定
書
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目

標
の
達
成
に
も
努
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
政
府
は
東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
、
２
０
１
３
年
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
計
画
を
検
討
し
、
同
計
画
の
年
内
決
定
を
予
定
し
て
い
る
。
８
日
ま
で
カ

タ
ー
ル
・
ド
ー
ハ
で
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
開
催
さ
れ
た
。

年
末
に
南
ア
フ
リ
カ
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
の
合
意
を

受
け
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
新
た
な
国
際
枠
組
み
の
在
り
方
な
ど
が
協
議
さ
れ
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
で
前
進
を
み
せ
た
。

東京都が 月 日に行った説明会「東京都
排出量取引セミナー＆マッチングフェア」

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
総
量
削
減
義
務
都
の
制
度
、
着
実
に
成
果

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
は
今
年
度
終
了
第
二
約
束
期
間
２
０
年
ま
で

チャレンジ環境新たな温暖化対策の出発点

東京ガスの「クールシェアスポット」登
録施設（がすてなーに　ガスの科学館）
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地
球
温
暖
化
の
防
止
は
地

球
規
模
で
緊
急
の
対
応
が
必

要
な
課
題
で
あ
り
、
日
本
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
温
暖
化
防
止

対
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
省
は
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
冷
房
時
に
室
温

度
Ｃ
で
も
快
適
に
過
ご
せ

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｚ

ク
ー
ル
ビ

ズ

」
か
ら
よ
り
一
歩
踏
み

込
ん
だ
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｚ

ス
ー
パ
ー

ク
ー
ル
ビ
ズ

」
を

年
夏

か
ら
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
そ
し
て
同
省
は

年
夏
に

ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
一

環
と
し
て
、
新
た
に
「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ
　
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ

ク
ー

ル
シ
ェ
ア

」
と
い
う
、
家

族
や
地
域
で
楽
し
み
な
が
ら

節
電
に
も
な
る
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
た
。
こ
れ
を
受
け

て
企
業
や
団
体
な
ど
が
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
に
賛
同
し
、
地
域

で
気
軽
に
集
ま
っ
て
涼
む
こ

と
の
で
き
る
場
所
を
「
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」
と
し

て
登
録
し
た
。

　
東
京
ガ
ス
の
場
合
、
７
月

日
か
ら
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
に

参
加
し
た
。
「
が
す
て
な
ー

に
　
ガ
ス
の
科
学
館
」

東

京
都
江
東
区

な
ど
三
つ
の

企
業
館
と
、
「
東
京
ガ
ス
横

浜
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」

横
浜

市
中
区

な
ど
三
つ
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
を
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
登
録
し

た
。
登
録
し
た
施
設
は
ガ
ス

冷
房
や
地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
と
い
っ
た
都
市
ガ
ス
を
利

用
し
た
空
調
を
行
う
こ
と

で
、
ピ
ー
ク
電
力
の
削
減
な

ど
に
貢
献
し
た
。

　
東
京
都
は

年
度
か
ら
、

環
境
確
保
条
例
に
基
づ
き
、

大
規
模
事
業
所
に
対
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
総
量
削
減

義
務
と
排
出
量
取
引
制
度
を

ス
タ
ー
ト
。
同
制
度
で
は
大

規
模
事
業
所
は
前
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
績
や

総
量
削
減
義
務
達
成
の
た
め

の
削
減
計
画
を
記
載
し
た
計

画
書
を
毎
年
度
提
出
・
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
東
京
都
は

年
５
月

に
、

年
度
に
提
出
さ
れ
た

計
画
書

年
度
実
績

を

暫
定
集
計
し
、
制
度
初
年
度

で
あ
る

年
度
の
削
減
実
績

と
削
減
計
画
の
集
計
結
果
を

ま
と
め
た
。

年
度
総
排
出

量
実
績
は
基
準
排
出
量
比
で

約

％
の
削
減
と
な
っ
た
。

削
減
義
務
率
以
上
の
削
減
が

進
ん
で
い
る
事
業
所
が

％

を
占
め
た
。
猛
暑
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
着
実
に

削
減
が
進
ん
だ
の
は
、
事
業

所
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

結
果
と
み
て
い
る
。
削
減
計

画
に
よ
る
と
、

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
４
年
間
の
追

加
削
減
計
画
が
全
て
実
施
さ

れ
る
と
想
定
す
る
と
、
削
減

義
務
率
以
上
に
削
減
が
進
む

見
込
み
の
事
業
所
が

年
度

実
績
の

％
か
ら
、

％
ま

で
増
加
す
る
と
い
う
。
東
日

本
大
震
災
後
、
各
事
業
所
で

大
幅
な
節
電
対
策
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

年
度
以
降
の
排
出
量
も
大
幅

に
削
減
が
進
む
と
考
え
ら
れ

る
と
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
東
京
都
は

事
業
者
の
円
滑
な
義
務
履
行

を
支
援
す
る
た
め
、

月

日
に
説
明
会
「
東
京
都
排
出

量
取
引
セ
ミ
ナ
ー
＆
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
」
を
東
京
都
庁

で
開
催
。
排
出
量
取
引
の
仕

組
み
や
、
最
新
の
取
引
実
績

情
報
、
取
引
価
格
の
査
定
結

果
に
関
す
る
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

年
２
月

日
に
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
の
京
都

議
定
書
が
発
効
し
た
。
日
本

は
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束

期
間
で
あ
る

年
か
ら

年

の
間
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

対
象
と
な
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

な
ど
６
種
の
排

出
量
を

年
比
で
６
％
削
減

す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
京
都
議
定

書
の
約
束
達
成
に
向

け
て
目
標
達
成
計
画

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
推
進
し
て
き

た
。

　
環
境
省
に
よ
る

と
、
日
本
の

年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量

速
報
値

は
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
、

億
７
０
０
万

だ

っ
た
。
こ
れ
は
京
都

議
定
書
の
規
定
に
よ

る
基
準
年

原
則

年

の
総
排
出
量
と

比
べ
る
と
３
・
６
％

の
増
加
と
な
っ
た
。

ま
た
、

年
度
の
総

排
出
量

億
５
８
０

０
万

と
比
べ
る
と

３
・
９
％
増
え
た
。

年
度
と
比
べ
て
排
出
量
が

増
加
し
た
要
因
と
し
て
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど

に
よ
っ
て
製
造
業
の
生
産
量

が
減
る
一
方
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
以
降
、
各
地
の
原
子
力
発

電
所
が
止
ま
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
の
多
い
火
力
発
電
の
増
加

に
よ
っ
て
化
石
燃
料
消
費
量

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
京
都
議
定
書
で
の
日
本
の

削
減
目
標
は
６
％
減
。
こ
れ

に
対
し
て
、
京
都
議
定
書
で

認
め
ら
れ
て
い
る
森
林
吸
収

量
の
目
標
お
よ
び
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
加
味

し
た
場
合
、

年
度
の
排
出

量
は
基
準
年
比
４
・
１
％

減
。
さ
ら
に

―

年
度
の

４
カ
年
平
均
で
９
・
２
％
減

と
な
り
、
削
減
目
標
を
上
回

る
。
環
境
省
で
は
削
減
目
標

の
達
成
の
可
能
性
を
否
定
し

て
い
な
い
。

　
政
府
は
京
都
議
定
書
を
確

実
に
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
定
め
る
京
都
議
定

書
目
標
達
成
計
画
を
策
定

し
、
こ
れ
ま
で
地
球
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
の
京
都
議
定
書
目
標
達

成
計
画
は
、

年
度
を
も
っ

て
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た

め
、
現
在
、
政
府
に
お
い
て

東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
を
踏
ま
え
、

年
以
降
の

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
年
内
に
同
計
画
が
決
定

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
同
計
画
の
主
な
要
素
と
な

る
の
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
量
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
量
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
、
主
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
な
ど
だ
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
９
月

日
に
ま
と
ま
っ
た
「
革
新

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦

略
」
の
中
で
、
す
で
に
政
府

と
し
て
決
定
し
て
い
る
。
環

境
省
に
よ
る
と
、
今
後
の
作

業
は
各
省
庁
の
施
策
に
よ
っ

て
肉
付
け
し
て
い
く
こ
と
が

中
心
に
な
る
と
い
う
。

　
こ
の
他
、
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、

月
１
日
か

ら
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
が
段
階
的
に
施
行

に
な
っ
た
。
原
子
力
へ
の
依

存
度
を
低
減
す
る
中
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
抑
制
対
策
の
さ
ら
な
る
推

進
が
、
東
日
本
大
震
災
以
前

よ
り
も
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
の
税
の
税
収
を
活
用
し

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

拡
充
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

年
末
開
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、
全
て
の
国
に
適
用
さ

れ
る
新
た
な
枠
組
み
構
築
に

向
け
た
作
業
部
会

Ａ
Ｄ

Ｐ

を
設
置
し
、
遅
く
と
も

年
中
に
作
業
を
終
え
る
こ

と
を
決
定
。
京
都
議
定
書
の

第
二
約
束
期
間
の
設
定
に
向

け
た
合
意
も
採
択
し
た
。
さ

ら
に
緑
の
気
候
基
金
の
基
本

設
計
な
ど
に
つ
い
て
も
合
意

し
て
い
た
。

　
そ
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ

は

年

か
ら
始
ま
る
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
新
た
な
枠
組
み
の
作

業
計
画
や
京
都
議
定
書
の
第

二
約
束
期
間
な
ど
に
関
す
る

合
意
を
採
択
し
、
閉
幕
し

た
。
新
た
な
枠
組
み
の
素
案

を

年
に
つ
く
り
、

年
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
の
採
択
を
目
指

す
。
第
二
約
束
期
間
は

―

年
の
８
年
間
と
す
る
。
欧

州
な
ど
は
参
加
す
る
が
、
日

本
は
参
加
せ
ず
、
新
た
な
枠

組
み
が
始
ま
る
ま
で
自
主
的

な
取
り
組
み
に
移
行
す
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
か
れ
る
。


